











































































































< P 過 程 > < K 過 程 >
中心課寝 いかにしてポールを落とさないようにして相手コー トに返球するか 相手コー トにいかにしてボールを落とすか
共 通
ルール
・4人制 ・ラリーポイント制 ・10分間の時間制 ・ローテーシすン制・ 5.5×14mのコー ト ・モルガンルールによるアンダ
ーハンドサーブ (K過程の 「ゲーム1.2」を除 く) ・キャッチ時の移動禁止 .身長の高い者 (コー ト中央のネットから直立して手を伸
ばしたときに白帯に手が届 く者)は,制限区域内でネット上のポールをスパイクまたはブロックしてはいけない ・ミニソフト レヾーボール
を併用 ・タッチネット,ドリブル,ホールディング基準の壌和
















「ラストポールはどこからどのように返球すると返しやすいか」 「どの位置からの ,どんな トスがスパイクしやすいか」
「どんな隊形が攻撃につなげやすいか」
(オーバーハンドパス
ポレI → キャッチ&バス → ボレー を含めたボレー) キャッチ&パス → キャッチ&バス → スパイク
※キャッチ&バスは2秒以内 ※オーバーハンドスローによる投げ入れサーブ






ボレー → ボレー → ボレー キャッチ&パス → キャッチトス → スパイク
※コー ト外のポールはキャッチ可・スパイク不可 ※スパイクによる得点は3点 ※必ず3回で返球すること






ボレー → ボレー → ボレー (スパイク) ボレー → キャッチ トス → スパイク


































































P　　 過　 程 K　　 過　 程
慮彪 ゲーム 1 甜 ゲー ム2 湖 ゲー ム3 珊 ゲ ーム4 湖 ゲーム 」 淵 ゲー ム2 疎 密ゲ、 ム3 療 錮ゲ ーム 4
設定した疎開
A . 「ノー タ ッチで ポー C . 「ラス トポー ルは ど D . 「かパー リングの工 E . 「チ ャンスがあれば A . 「どの位 置か らどの B . 「どの位紅 からの , D . 「い ろいろな攻 撃を E . 「レ シー ブが乱れ た
ル清 ときない工夫 を こか らとの ように1返 夫 をし よう」 攻 攣 しよう」 よ うに ポールを 返球 どん な トス カ年Jちや 工夫 しよ う」 鞍 の攻鴨 を工夫 して
しよ う」 球す ると返 しやすい ・チー ム単位で の組鍼的 ・ トスの上げ方 の工夫 する ことが有効 か」 すい か」 ・チー ム単位での組 織的 み よ う」
・ポジ シ。ンの工夫 か」 な動 きの工 夫 ・返球 の仕方の 工夫 ・返 球の仕 方工夫 ・トスを する位置 のコ二束 な動 きの工夫 ・ トスの上げ力 の工夫






・トスの 高さの工 夫 ・返球の仕 方の工夫 ・カバ ー
・意思表示 の工夫




・返 球の仕 方の工夫 C . 「どんな隊形 が攻撃
につ なげや すいか」
・セ ッターの位せ
・ア タッか -の位 置
・トス の上げ方の 工夫 ・返球 の仕方 の工夫
・攻撃 の第一歩 と しての
ファー ス トレシー ブに
関す る組織 的な工夫
生徒が工夫・発見した内容の変化














首 ′㌃ ′~′◆′~′~′「 ぎ㌃ ㌃ ′~′~′~′~′1
!ポジシ 。ンの工夫
㍉ ひし形 になる
い 前蘭 と後 衛が吏 な
i　 らない
」憫えの工 夫
[・姿勢を 低 く構 える
:状況に応 じたポジ シ
すンの 工夫
:豊 賢 ポル 返 球の仕 方の工夫 :
・ジ ャンプ して返 球 :
す る























・レシー ブは高 く上 I;・声を出 す こ　 ス
: かパ ーの工夫 ・ポール を取 る人 に
近 づ く)
す る
・高 くトス をあけ る
I
;・レ シ- プ咽割 を決
i lめた§C .E . C .D .
C .
つな ぐ位 置の工 夫
; ・00 さん が取る時
に は後 ろに カバー
に入 る
lき朗 の仕方の 工夫
・ス′くイ クで 返球: ・恥 、打点で 打つ
l脚 位置 の工夫
∴ 前へつ ないで返 球
攻撃 を組立て るため
の ポジシ サンの工夫
・ひ し形の隊形 に し
t ・低 く構 えた
; ・サー ブレシー ブ呼
には　 少 し後 ろ、こ
B .
C




ic . : E .
・高 い人 と低 い人が
交 互にな る
・後衛 も打 てるよ う
に俊 形を工 夫し た
カバ ーの工 夫
・レシー ブする人 の !
カバーの 工夫 スで ねらって返 球 返球 の仕方の工 夫 トスの上げ 方の工夫 方 を向 く　　 ,
生経の技能伸び自覚変化
巨 - プが入 るように喜 った
;・投げ る力がつ いた
ト ポー ルを落 とせた
い ね らって返せ た
〟
′Ti三 葱 モ 1
ングがつ かめた i
「箭 ; ;π




ii .ぅま く′マスで きた





: ・前 より カバ ーが うま くな った
・ボレー で高 く上 げ
るこ とができた
・レ シー ブがセ ッタ
ーに返 せた
・強 い サーブを レシ
ー ブできた




・相 手の スパイク を
キ ャッチ できた
・ボ レー技術 が身に








I I)l ・うま く トスで きた
・キ ャッチ トスが で
・返 球で きるよ うにな った
・ね らって返 球で さるよ うになっ た
主 禁 誓 えるよ
i ‥三曇 孟 …夢 を
きた
・トスが うま くな った

































































































































































一方, K過程では, 1 - 2年生共通して標準以
上の伸びを示した項目はみられなかった。また,




P　 過　 程 K　 過　 程
1　 年　 生 2　 年　 生 1　 年　 生 2　 年　 生
単元噌 変化 単蔽 塾元始 変化 璧丁終 患丁蛤 変化 皇藷 皇甘鰭 変化 皇丁終
よろこび
1 ここ ろ よ い 阜 l X ノ' ○ × × ＼ × ヽ
2 心 身 の 饗 亜 ほ ぐ す X × × × × ＼. × × X
3 i の ~る お い X ㌔ × × × × ＼. × × メ
4 ⊥ 垂 _基服 し X × ノー × ×
5 ・牛 沃 の 蕃 し み × ノ ノバ () × ‖
6 を つ く る 場 C) × ● × ノバ 0 × ＼.
7 的 活 動 薫 徴 X × × × × × ヽ
8 君 と 沃 l肋 X メ ′ ● × ×
9 の qHi × × × × ×
10 l乱数 X X × × × X × ノメ ×
闇 肝　 ス　 コ　 ア ド 4 . ト 5 C ド 3 ∩ ド 4 =
評価
11_ 壬 ビ キ ビ し た UIき × × × × ×
12」旦_過　 づ く り × × メ × ×
13 題詞　 沃 濠 な 炸 格 X ㌔ ヽ × × × × メ
14 用 神 ナIの 育 成 X ×- × ノ′ × ＼. × ×
15 営 々 が ん ば る 習 †■ × × X ノバ ● X × 〉く ノ′
18 照 ・ 削 ヱ男 /1 ● ×
17 基 本 的 理 ~　の 学 習 × × × ノー X
†㌢捕 距 × ノー ● × ×
X × メ × メ
20 の En】蓼 X メ ● X × × X
闇 肝 ス　 コ　 ア D 3 = ∩ 4 C ∩ ニ1 ‖ ド 5 .
価値
21 至二=ム ワー ク の 饗 腐 X ノ' (〕 メ ×
22 み ん 亡、の 沃 封l × ● × ×
23 み ん な の よ ろ こ び × /. ○ × ● × /.
24 l　 芋 蓑 の 1川詔l X × ノ′ 0 × X
2萱 的 な仲 間 X ノバ × X
26 人I掛の 育 成 × × 旦 × ＼. × × ×
27 王甲;合と 著 l隆の 1貯告 × ○ ×
28 抒 薯 の ね ら い X × × ノ' × × × ×
29 教 師 の　 手F価 情 × '＼ × × ×
30 t太育 出 目の ′弥馨 作 × ＼ × × × × ×
閏 月音戸　ここ　 =コ　 ~ア 「 4 ト ド 4 ∩ ド ヨ ド ド 1 ド
総 合 診 断








































































































































部体育学紀要, 3 : 1-13.
Effects of Two Different Instruction Course of Volleyball on Learnning Results
for Female Beginners in Junior High School: Through the `Task-games'
as Considered from Standpoint of Offensive and Defensive Skill
by
Kazuya TSUDA1)and Yukihiro GOTO2)
1) Saeki Junior High School.
2) Hyogo University of Teacher Education.
In this study, junior high school girls, 74 first and 88 second grade, inexperienced at volleyball
course were used, and they were divided in two groups, respectively. One(abbr. group P) was
given a course of learning volleyball through the `Task-games'composed in a defensive skill, and
the other (abbr. group K) given a course of learning volleyball through the `Task-games'composed
in a offensive skill.
After 21 lessons, group-related differences were indiscernible m improvements in learning
individual (i. e. overhand and underhand pass) and group skills (i. e. positioning) for volleyball.
In group P, however, an improvement in the mental image of volleyball and development of
human relations were considerably noted, and then these contributed to increase of the attitude
scores measured by Kobayashi Physical Education Inventory, compared with in group K.
The present results suggested that a learning volleyball through the `Task-games'composed in
a defensive skill might be appropriate for female beginners in P. E. classes at junior high school.
